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 サクラソウ日記 
（自分に自信と夢を～いまをだいじに、なかまとともに、一歩前進をめざして～）  校長 宮脇真一 

 

 インフルエンザの思わぬ流行で、開催が危ぶまれた運動会 

でしたが、何とか予定通りに開催することができました。 

 観覧についても 4年ぶりに入場制限なしで実施したことも 

あり、多くの皆さんに子どもたちへの声援を送っていただき 

ました。少しずつ日常が戻ってきたなと感じた一日でした。 

 PTA 執行部を中心に、多くの方に御協力いただき感謝申し 

上げます。右上の写真は、第 1期卒業生の後藤さんのお父様から寄贈いただいた運動会当日の航

空写真です。現在、学校の玄関に飾っています。 

 

行事で育つ ～後ろ姿で見せた５・６年生～ 

今年の運動会、「行事を通して、力が伸びる」 

ことを、子どもたちに伝え続けてきました。各 

学年の練習の際に「時間を守る」ことを熱く語 

る学年がありました。また暑さが残る運動場で 

「話を最後まで聴く」こどもの姿がありました。 

練習のはじめと終わりの挨拶、気持ちのこもっ 

たものでした。何より嬉しかったのは、全体練          組んだ！ 

習で、体育主任の指示に大きな声で応える 5年 

生の姿、また、集合・整列の際に、「まっすぐ並んで」「砂を触らないで！！」と後輩たちを指導

する 6 年生の姿があったことです。ある 6 年生は、「はじめのことば」を述べて自分の位置に帰

ろうとする 1年生に「こっち、こっち」とそっと合図をしていました。 

 大人が、教員が指示したことを、指示したとおりにするだけでなく、自分たちで場面の状況を

見て、次にどうするか考える。昨年度本校が取り組んできた「段取り力」の育成が、運動会当日

に向かう練習の中で発揮されていました。 

 6 年生の組体操は、久しぶりに「組み」体操となりました。（昨年までは感染症対策で、「組ま

ない」組体操）。ひざに、足に、手のひらに地面の石が食い込む痛みを我慢しながら、ポーズを決

める姿。行事で成長した高学年の姿は、他の学年の身近な未来予想図です。 

 

算数サロン in 大津小 ～新しい挑戦～ 

本年度の新たな取組として、本校 PTAと本校学校運営協議会 

のコラボ企画「算数サロン in 大津小」を 7月１日（土）に開催 

します。 

熊本大学名誉教授で本校の学校運営協議会長の山本信也先生が 

監修された算数ゲーム。大人もこどもも一緒になって楽しめるブ 

ースがたくさん用意されています。一次案内を掲載しています。 

ぜひご覧ください。多くのみなさんの来場をお待ちしています。 

空からも応援（2023/5/27 撮影） 

自学ノート提出数累計 

20冊（19人）6/1現在 


